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ごあいさつ  

　株主の皆様には、平素より格別のご高配を賜り厚くお礼申し

あげます。 

　ここに第６０期中間報告書をお届けするにあたり、一言ご挨拶を

申しあげます。 

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、震災の復興

需要なども一部には見られるものの、次第に後退基調となり、長期化

する円高や欧州債務危機問題に加え、世界経済の減速懸念が

高まるなど、依然として先行き不透明な状況が続いております。 

　当業界におきましては、政府の住宅取得促進策の効果や、東北

エリアの復興需要を中心に新設住宅着工数は底堅く推移している

ものの、所得環境や消費税動向の不透明感から、住宅需要の

本格的な回復には至りませんでした。 

　このような状況の中、当社グループは、経営基盤の強化を進め、

経営資源の効果的な活用、製品のコストダウン、新製品開発に取り

組みました。また、販売活動におきましては、収納材全般の拡販、

新規需要の開拓など、積極的な販売活動を展開し、売上の確保に

努めました。海外では、低コストと原材料の安定供給を目的として、

インドネシアで植林事業を拡大するとともに、ジャワ島東部に第２工場

を建設し、生産体制を拡充しました。 

　当社グループといたしましては、グループ一丸となり、経営資源の

効果的活用、製品の品質向上、コストダウンに取り組むことで収益性

を強化し、企業価値のさらなる向上に努めてまいる所存でございます。 

　株主の皆様におかれましては、なにとぞ一層のご支援、ご鞭撻を

賜りますようお願い申しあげます。 

平成２４年１２月 

代表取締役社長 

［ 経営理念 ］ 

私たち南海プライウッドは、 

独自の発想と経営で革新にチャレンジし、 

お客様の求める真の価値を創造し、 

ステークホルダーおよび社会との 

調和ある安定成長を実現します。 
 

［ コーポレートステートメント ］ 

この理念のもと、企業の社会的責任を追求しています。 

安心・安全・快適。品質第一のものづくりを推進し、 

自然と住まいに優しい環境優先型製品の開発を通じ、 

住宅文化の発展向上と持続可能な社会を目指すとともに、 

法令を遵守した公正な社会創りに貢献するために 

社会に対し３つの誓約を実践します。 

暮らし＋����������
　　安定持続社会のために企業倫理を守ります。 
　　ステークホルダーの安心の暮らしを守るために 
　　CSR／コンプライアンスを経営の中枢においた 
　　態勢を構築します。 
 
心＋����������

　　お客様の心を満たします。 
　　大切なお客様の笑顔を守り、 
　　信頼を築く態勢を構築します。 
 
環境＋����������

　　あらゆる環境の持続に努めます。 
　　自然・社会・人の環境持続を優先した 
　　態勢を構築します。 

行動規範 理念実現のための 

3つのPROMISE



ファルカタの産地 
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ルマジャン工場を新設 PT. NANKAI INDONESIA

■ ルマジャン工場操業開始  

　当社の主力製品の一つであるアートランバー。その芯材に使われている原材料の多くは、ファルカタという

早成樹種の樹木です。ファルカタは植林が容易で６～７年で直径が３０cm程に成長し、材質は軽く棚板や側板

等に適しており、出材の量や安定供給の観点からも有用な樹木とされています。 

　私共は長い間、原木・原板を購入、または中間製品を購入する形でファルカタを調達してきましたが、さら

なるコスト削減と材料供給の安定性を向上させるために、ファルカタの植林事業に着手しました。 

　こうしてカリマンタン、２００９年からは東ジャワと、植林事業を拡大してまいりましたが、その過程で、ファルカタの

産地に直接生産拠点を設けることが、事業展開上、有利であると考え、ルマジャン県に工場を建設するに

至りました。 

　ルマジャン県のインド洋を臨む南側一帯は、広大なファルカタの産地として有名な地域です。 

　開発用地約７haのうち、２haを工場用地として利用、５haで植林を行うこととし、植林は先行して２０１１年２月

から開始しています。この土地は、元々はサトウキビ畑で、土地を切り開いて整地するところから始め、工場建屋

を２０１１年８月に着工、人工乾燥室・製材棟・モールディング棟と、順に工事を進め、２０１２年５月に竣工し、

同年７月より、製材工程から稼働を開始しました。 

ルマジャン工場全景 東ジャワ州 ルマンジャン県 
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エントレージ 
玄関収納 
エントレージ 

壁にとけこむ玄関収納。広く感じる玄関は家のグレードを高めます。 

★業界初！ 薄い玄関収納 
　  ※D270で靴を横向きに収納します。 

★天井高さいっぱいまでの大容量収納 

★メラミン製鏡面扉採用で傷・日焼けに強い 

靴を横に置く厚みがスリムなD2（D270mm）タイプで、 
　狭い玄関の空間を有効にレイアウト。 

横置きは、靴のデザインがきれいに見えて選びやすい。 

大容量収納で靴の置き場所に困らない。 

天井までの扉を開くと収納物が一目で見渡せ 
　コーディネートしやすい。 

収納内部はダークグレーなので靴が映えて見える。 

天
井
ま
で 

広く うすい 
D270

大容量収納 

広い玄関 
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　木材関連事業では、収納材を中心とする新製品の

生産販売に力を注ぎ、積極的に販売活動を展開

しました。コスト面では、原材料価格の高騰を受け、

製品加工の集約化・効率化・内製化等による変動費

の圧縮に取り組むなど、収益の確保に努めてまいり

ました。 

　電線関連事業では、公共投資、民間設備投資とも

に総じて低調に推移したことにより、企業間競争が

激化し、厳しい環境で営業活動を強いられました。 

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、

売上高６２億２５百万円（前年同期比５.７％増）、営業

利益１億２６百万円（前年同期比７１.９％減）、経常

利益１億１０百万円（前年同期比６４.５％減）、四半期

純利益５２百万円（前年同期は四半期純損失１億９５百

万円）となりました。 

当第™四半期累計期間の概況 

　今後のわが国の経済情勢は、低迷する世界経済の

煽りを受け、厳しい状況が継続するものと見込まれます。 

　当社グループといたしましては、引き続いて経営

基盤の強化に努め、グループの業績回復に全力で

取り組んでまいります。 

　木材関連事業におきましては、引き続いて収納材の

トップメーカーをめざして原材料の安定供給、生産体制

の充実を図ってまいります。 

　電線事業におきましては、企業間競争の激化に

より厳しい営業展開が予想されますが、引き続いて

顧客ニーズを捉えた、効果的な提案営業を推進して

まいります。 

　通期の連結業績は、売上高１２８億円、営業利益

６億円、経常利益７億６０百万円、当期純利益は４億５０百

万円になるものと予想しております。 

通期の見通し 

▼セグメント別の連結売上高構成 
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（予想） 
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当第２四半期 
連結会計期間末 
（平成24年9月30日） 

当第２四半期 
連結会計期間末 
（平成24年9月30日） 

連結貸借対照表 

■資産の部 

流　動　資　産 

現 金 及 び 預 金  

受取手形及び売掛金 

商 品 及 び 製 品  

仕 掛 品  

原材料及び貯蔵品 

繰 延 税 金 資 産  

そ の 他  

貸 倒 引 当 金  

固　定　資　産 

有形固定資産 

建 物 及び 構 築 物  

機械装置及び運搬具 

工 具 器 具 備 品  

土 地  

建 設 仮 勘 定  

そ の 他  

無形固定資産 

投資その他の資産 

投 資 有 価 証 券  

投 資 不 動 産  

繰 延 税 金 資 産  

そ の 他  

貸 倒 引 当 金  

資産合計 

９，３７０ 

１，２７８ 

４，６４２ 

５８１ 

８４５ 

１，６８５ 

８２ 

２５５ 

△１ 

８，６５２ 

５，７２５ 

１，１５４ 

５１２ 

７８ 

３，９０９ 

４３ 

２８ 

５４３ 

２，３８３ 

６２１ 

１，２０５ 

― 

５９７ 

△４１ 

１８，０２３ 

８，７６９ 

９７５ 

４，５０６ 

６７７ 

８３２ 

１，５３２ 

８４ 

１６２ 

△１ 

８，５０２ 

５，７１１ 

１，１８５ 

４５５ 

６７ 

３，９２７ 

５３ 

２０ 

５０９ 

２，２８１ 

５５２ 

１，１９０ 

３７ 

５４１ 

△４１ 

１７，２７１ 

（単位：百万円） 

■負債の部 

流　動　負　債 

支払手形及び買掛金 

未 払 金  

未 払 費 用  

未 払 法 人 税 等  

未 払 消 費 税 等  

賞 与 引 当 金  

そ の 他  

固　定　負　債 

繰 延 税 金 負 債  

退 職 給 付 引 当 金  

役員退職慰労引当金 

そ の 他  

負債合計 

■純資産の部 

株　主　資　本 

資 本 金  

資 本 剰 余 金  

利 益 剰 余 金  

自 己 株 式  

その他の包括利益累計額 

その他有価証券評価差額金 

繰 延 ヘ ッ ジ 損 益  

為 替換算調整勘定  

少数株主持分  

純資産合計 

負債純資産合計 

２，１０９ 

１，１８０ 

４４５ 

１００ 

６５ 

７１ 

２１１ 

３４ 

１２４ 

４ 

８４ 

１０ 

２５ 

２，２３３ 

 

１５，８８２ 

２，１２１ 

１，８６５ 

１２，０２５ 

△１２９ 

△１１８ 

１０ 

４５ 

△１７４ 

２５ 

１５，７８９ 

１８，０２３ 

１，５２３ 

８８４ 

２７５ 

８６ 

２９ 

７２ 

１３８ 

３７ 

１３２ 

― 

９７ 

１０ 

２４ 

１，６５６ 

 

１５，８８５ 

２，１２１ 

１，８６５ 

１２，０２９ 

△１３０ 

△２６９ 

△４４ 

４ 

△２２９ 

― 

１５，６１５ 

１７，２７１ 

前連結会計年度末 
（平成24年3月31日） 

前連結会計年度末 
（平成24年3月31日） 



（単位：百万円） 連結損益計算書 

６，２２５ 

４，３０９ 

１，９１５ 

１，７８９ 

１２６ 

７６ 

９２ 

１１０ 

１ 

２４ 

８７ 

３１ 

５５ 

３ 

５２ 

５，８８９ 

３，７８４ 

２，１０４ 

１，６５４ 

４５０ 

７７ 

２１６ 

３１１ 

２１ 

６５７ 

△３２４ 

△１３１ 

△１９３ 

２ 

△１９５ 

（単位：百万円） 連結キャッシュ・フロー計算書 

営業活動によるキャッシュ・フロー 

投資活動によるキャッシュ・フロー 

財務活動によるキャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物に係る換算差額 

現金及び現金同等物の増減（△）額 

現金及び現金同等物の期首残高 

現金及び現金同等物の四半期末残高 

△１，０６９ 

△３１８ 

△４８ 

△４ 

△１，４４１ 

２，６４４ 

１，２０２ 

１１０ 

△３７０ 

△４９ 

７ 

△３０１ 

１，２７６ 

９７５ 

売　　上　　高 

売 上 原 価  

売 上 総 利 益  

販売費及び一般管理費 

営 業 利 益  

営 業 外 収 益  

営 業 外 費 用  

経 常 利 益  

特 別 利 益  

特 別 損 失  

税金等調整前四半期純利益（△純損失） 

法 人 税 等  

少数株主損益調整前四半期純利益（△純損失） 

少 数 株 主 利 益  

四半期純利益（△純損失） 

当第２四半期 
連結累計期間 
自  平成２４年４月１日 
至  平成２４年９月３０日 

前第２四半期 
連結累計期間 
自  平成２３年４月１日 
至  平成２３年９月３０日 

前第２四半期 
連結累計期間 
自  平成２３年４月１日 
至  平成２３年９月３０日 

当第２四半期 
連結累計期間 
自  平成２４年４月１日 
至  平成２４年９月３０日 

▽経常利益の推移 ▽売上高の推移 
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■損益ポイント 
１．原材料価格の高騰により売上原価率が前年同期に 

　　比べ４.９ポイント悪化しております。 

２．営業外費用に為替差損４５百万円計上しております。 

３．特別損失に投資有価証券評価損12百万円計上して 

　　おります。 

59期（24.3） 58期（23.3） 57期（22.3） 

12,541

10,918
11,541

56期（21.3） 

12,454

59期（24.3） 58期（23.3） 

470

773

57期（22.3） 

37

56期（21.3） 

△78

110

6,225

12,800 
（予想） 

760 
（予想） 
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ルマジャン工場新設によってつながる植林一貫生産体制。 

ルマジャン工場を新設 PT. NANKAI INDONESIA

■ ルマジャン工場オープニングセレモニー  

　２０１２年１０月１０日、ルマジャン工場内にてオープニング

セレモニーを開催しました。 

　セレモニーにはルマジャン県内の木材加工会社の

皆様、郡役所、近隣住民の方々、従業員等総勢１３０名

近い方々に、ご列席いただきました。 

　藤村PT.NANKAI INDONESIA社長の挨拶で

始まり、丸山社長の挨拶、工場のあるチャンディプロ郡

郡長の挨拶と続き、スンブルウル村へのファルカタの

苗木の進呈式、イスラム教老師によるお祈り、最後に

インドネシアの伝統である来賓への給仕を行いました。 

　丸山社長からは、原材料の産地に設置した、この

ルマジャン新工場は、我々にとって重要な事業拠点

となりますが、同時にこの地域の経済発展にも一役

買いたいとの趣旨の説明がありました。 

　チャンディプロ郡郡長パイミン氏の挨拶では、日本

から「規律を守ることや礼儀正しさ」、「高い技術力」

を学びたいと述べられ、特にその技術力を発揮して、

地域経済や社会の活性化、発展に貢献してほしい

とのことでした。 

　セレモニーではインドネシア音楽も流れ、来賓の方々

に喜ばれ、参加者全員が楽しめる良き交流の場と

なりました。 
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株　主　名 

南 海 興 産 株 式 会 社  
公益財団法人南海育英会 
株 式 会 社 百 十 四 銀 行  
ＳＩＸ 　ＳＩＳ　ＬＴＤ ． 
丸 山 　 修  
株 式 会 社 愛 媛 銀 行  
クレデイット スイス アーゲー チューリッヒ 
南海プライウッド従業員持株会 
株式会社百十四ディーシーカード
小 林 　 茂  

総　数 

大株主 

所有株数別分布状況 所有者別分布状況 

持  株  数 持株比率 

２，９４３千株 
１，５５４　　 
４６７　　 
４０９　　 
３９２　　 
３０２　　 
２４３　　 
１６０　　 
１４２　　 
１１５　　 

３０.３８% 
１６.０４　 
４.８２　 
４.０４　 
３.１２　 
２.５０　 
１.６５　 
１.４７　 
１.３２　 
１.１８　 

発行可能株式総数・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２０，０００，０００株 

発行済株式の総数 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  １０，０９５，８００株 

株主数・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   ７５５名（前期末比８名減） 

１００単元以上 
６,９７２,７４５株 
６９.０７％（１２名） 

１０単元以上 
１,７６２,９２０株 
１７.４６％（６７名） 

１単元以上 
１,３２９,５５４株 
１３.１７％（５２２名） 

金融機関 
９００,６９０株 
８.９２％（９名） 

金融商品取引業者 
１４９,４５０株 
１.４８％（１４名） 

外国人等 
７４７,０００株 
７.４０％（７名） 

個人その他 
３,０３６,９６０株 
３０.０８％（６６０名） 

その他国内法人 
５,２６１,７００株 
５２.１２％（６５名） 

１単元未満 
３０,５８１株 

０.３０％（１５４名） 

株式の状況 
商 号  
本 社  
 
 

設 立  
資 本 金  
従業員数 
事業内容 
事 業 所  

■会社概要 （平成24年9月30日現在） 

木材関連事業 
 
 
 
電線関連事業 

南海港運株式会社 
PT.NANKAI INDONESIA 
南海建材商貿（上海）有限公司 
 
ナンリツ株式会社 

一般管工事業 南海化工株式会社 

■連結子会社 （平成24年9月30日現在） 

■持分法適用関連会社 （平成24年9月30日現在） 

■役　　員 （平成24年9月30日現在） 

代表取締役社長 

取締役・上席執行役員 

取締役・上席執行役員 

取締役・上席執行役員 

取締役・上席執行役員 

取締役・上席執行役員 

丸 山 　 徹  
小 紅 正 晴  
藤 村 岳 志  
正 箱 孝 史  
丸 山 　 宏  
玉 置 康 洋  
 

常勤監査役  

監 査 役  

監 査 役  

監 査 役  

執 行 役 員  

執 行 役 員  

執 行 役 員 

秋 山 二 郎  
大 川 俊 徳  
岩 部 達 雄  
村 田 　 剛  

小 野 彰 三  
蓮 井 孝 治  
松 浦 義 博  

インターネット 
ホームページ http://www.nankaiplywood.co.jp

地域別 
分布状況 

九　州 
５３,５５６株 
０.５３％（２１名） 

中　国 
５８,８１３株 
０.５８％（２６名） 

四　国 
７,６３９,９５１株 
７５.６７％（２９８名） 

近　畿 
３４４,７４４株 
３.４１％（１１６名） 

中　部 
３２２,９１６株 
３.２０％（７６名） 

関　東 
９１０,５１７株 
９.０２％（１９９名） 

東　北 
１５,４４１株 
０.１５％（８名） 

北海道 
３,８６２株 
０.０４％（５名） 

海　外 
７４６,０００株 
７.３９％（６名） 

（１単元＝千株） 

南海プライウッド株式会社 
〒760-0067　香川県高松市松福町一丁目15番10号 
電話　087（825）3615  （人事総務グループ） 
 

昭和30年4月16日 
21億21百万円 
380名（連結1,649名） 
建築内装材の製造・販売 
志度工場 
〒769-2101 香川県さぬき市志度5388番地 
物流センター 
〒769-2314 香川県さぬき市造田乙井170番地1 
朝日新町保税倉庫 
〒760-0064 香川県高松市朝日新町28番1号 

（注）当社は自己株式４０９，８００株を所有しております。なお、持株比率は
当該自己株式を発行済株式の総数から控除して算出しております。 



株主メモ 

■事 業 年 度／4月1日から翌年3月31日まで 

■定時株主総会／毎年6月に開催いたします。 

■基 準 日／定時株主総会の議決権　3月31日 

　　　　　　　　　期末配当　　　　　　　3月31日 

　　　　　　　　　中間配当　　　　　　　9月30日 

　　　　　　　　　※その他必要がある場合は、あらかじめ公告する一定の日 

■公 告 方 法／電子公告により当社ホームページに掲載いたします。 

　　　　　　　　　ただし、電子公告によることができないやむを得ない事由が 

　　　　　　　　　生じた場合は、日本経済新聞に掲載いたします。 

■上場証券取引所／大阪証券取引所 市場第二部（証券コード 7887） 

■単 元 株 式 数／1,000株 

■株主名簿管理人／特別口座の口座管理機関 

　三菱UFJ信託銀行株式会社 

   【郵便物送付先／各種お問合せ先】 

　〒541-8502 大阪市中央区伏見町三丁目6番3号 

　三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部 

　電話 0120-094-777（通話料無料） 

   〔受付時間　9：00～17：00（土、日、祝祭日、年末年始を除く）〕 


